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発現量の推移を調べた．胎生 (E) 10, 13, 18 日齢および生後 (P) 3, 10, 21 日齢
の C57BL6/J マウス内耳組織から RNA を抽出し，定量的リアルタイム PCR で
発現量を測定した．検量線は基準臓器(腎臓等)を用いて作成し，リファレンス
遺伝子は Rplp0 を用いた． 
まず，成熟内耳(P21)における各サブタイプの発現量を基準臓器と比較し，間
接的に発現量を比較した．その結果，Aqp1, 4, 9, 11 の 4 つが基準臓器の 1%を
超えて発現していた．特に AQP11 の局在は未知であったため， in situ 
hybridization を行ったところ，外有毛細胞への局在が同定された．これは他の





次に，発現量の経時変化を追跡するため，各サブタイプの発現量を E10, E13, 
E18, P3, P10, P21 で測定した．その結果，Aqp の発現量は①発生初期に発現
(Aqp6, 8, 12)，②E18 に発現のピーク(Aqp2, 5, 7)，③単調増加(Aqp0, 1, 9)の 3
パターンを認めた．①群の寄与は不明であるが，②群は内外リンパ腔を形成す
るための水分分泌，③群は K+分泌や電位といった内リンパの特殊な環境の成立
















は近年発見された特殊な AQP で，内耳では発現も局在も未知であった． 
本研究では，定量的リアルタイム PCR を用いて内耳の発生・成熟過程におけ
る AQP 遺伝子の発現を網羅的に定量した．その結果，Aqp11 の発現量が発生
を通じて高いこと，Aqp の発現量に内耳の発生・成熟過程に対応したパターン
があることを示した．加えて，Aqp11 に対して in situ hybridization を用い，








価値あるものと認める．なお，本学位授与申請者は，平成 29 年 2 月 13 日実施
の論文内容とそれに関連した試問を受け，合格と認められたものである． 
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